	訓練３

	福音と宗教(使徒4:12)



福音を正確に、真実に伝えれば、神様が伝道者の全てのことに責任を負ってくださる。(コロ4:2,3)
伝道の門を見ることができなければならない。福音に燃えるたましいを持った信徒を神様は隠しておかれた。伝道する所はとても多いが、行く人がいない。
１．福音ではないこと

(1)新しい信徒は、福音と福音ではないものを分別できずにいるので知らせなければならない。

1 善行(イザ64:6)

・海賊船に乗った海賊は、いくら良い人であっても海賊でしかない。
2 哲学、思想、信念(コロ2:8,9)
・これらのために神様がさらに分からなくなる。
3 宗教(マタ12:43-45)

・すればするほど損になる。
4 熱心(ヨハ3:1-4)

(2)これらのものでは、原罪は解決できない
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２．真の福音の開始(出発点)

(2) 恵み(エペ2:8)－救いの動機

(3) 信仰(エペ2:8)－救いの手段

(4) プレゼント(エペ2:9,10)

(5) 出発点(エペ2:8-10)－神様である(ex：青銅の蛇、過越、子羊の血)

(6) 終点(ロマ8:31-39)－絶対安全で、別の道では行くことができない
３．救いの真の価値

(1)(マタ16:17-19) 岩、ハデスの勢力に勝つ力、祈りの答えの鍵

(2)(ヨハ5:24) 過去、現在、未来の問題の解決

(3)(Ⅰペテ3:18)「キリストも一度罪のために死なれました。正しい方が悪い人々の身代わりとなったのです。それは、肉においては死に渡され、霊においては生かされて、私たちを神のみもとに導くためでした」

